



Toshogu Shrine ritual ceremony and pilgrimage procession’s Watarimono





















































































































































































































































































































































































































































































































































































64 Kii-Plus Journal 2020
注
［1］ 近・現代の和歌祭は米田頼司（2010）『和歌祭―風流
の祭典の社会誌』帯伊書店に詳しい。
［2］ 東照社は1645年（正保2）の宮号宣下により東照宮と
なった。
［3］ 「台徳院殿御実記」（黒板勝美・国史大系編修會編
（1964）『新訂増補 国史大系』39，徳川實記第二編，吉
川弘文館），崇伝「本光国師日記」4（副島種経校訂
（1970）『新訂 本光国師日記』4，続群書類従完成会），
梵瞬「舜旧記」2（鎌田純一校訂（2014）『史料纂集』
古記録，八木書店）。
［4］ 註3，崇伝「本光国師日記」4参照。
［5］ 山王神道に関しては天台宗典編纂所編（1999）『天台
宗全書』山王神道，春秋社をはじめとして，嵯峨井建
（1992）『日吉大社と山王権現』人文書院，また村山修
一（1994）『比叡山史 闘いと祈りの聖域』東京美術な
ど多くの研究成果がある。
［6］ 山王一実神道に関しては，宗教史的側面からの論考は，
おもに天海と家康における幕府の天台宗の教義受容の
観点で行なわれてきた。主要な論考は曽根原理（1996）
『徳川家康神格化への道』吉川弘文館をはじめ，圭室文
雄編（2004）『日本の名僧一五　政界の導者 天海・崇
伝』吉川弘文館，菅原信海・田邉三郎助編（2011）
『日光 その歴史と宗教』春秋社），菅原（2013）『神と
仏のはざま 家康と天海』春秋社など多数存在している。
［7］ 註3「台徳院殿御実記」参照。
［8］ 註3「台徳院殿御実記」参照。
［9］ 小祥祭の渡御行列に関連した論考は高藤晴俊（2002）
「東照社縁起に描かれた祭礼行列」『下野民俗』42，下
野民俗研究会，高藤（2003）「日光東照宮の神輿渡御
行列について―その成立過程の考察を中心として―」
『儀礼文化』32，儀礼文化学会）などが挙げられる。ま
た内藤正敏（2007）『江戸・王権のコスモロジー』，法
政大学出版局では渡御行列を神馬グループ=芸能民の
呪力の守護，神器グループ=武力と社人による守護，神
輿グループ=猿面・猿牽，鷹匠による徳川王権の草創
神話劇に分類し，呪術的設計であったとする説も存在
する。
［10］ 註3「台徳院殿御実記」参照。
［11］ 「日光祭典沿革攷」1863年（文久3），東照宮文庫蔵。
［12］ 「東照社縁起」小松茂美編（1994）『続々日本絵巻大
成』伝記・縁起8，中央公論社。
［13］ 註9高藤（2003）参照。
［14］ 山路興造（2013）「東照宮の成立―和歌山東照宮祭
を中心に―」『民俗芸能研究』54，民俗芸能学会参
照。
［15］ 常行三昧堂修正会での田楽については吉村旭輝
（2011）「摩多羅神祭における田楽の役割―中世天台
系寺院の修正会を中心として―」『日本文化史研究』
42，帝塚山大学奈良学総合研究所ですでに論考をし
ている。
［16］ 「耀天記」（1223年（貞応2））（神道大系編纂会編
（1983）『神道大系』神社編29　日吉，神道大系編
纂会）には，八王子が8人の童子形であり，それが
大宮を田楽で饗応したことが所々に記されている。
［17］ 「和歌東照宮御祭礼之次第書（写）」1778年（安永
7）写，雲蓋院文書（雲蓋院蔵）。本文書は写ではあ
るが，1622年の和歌祭創始期の行列記録を比較的正
確に写したものとされ，米田（2010）をはじめとす
る多くの和歌祭の研究で使用されている。しかし正
確な原本の確認も今後必要となる。
［18］ 豊国神社臨時祭礼に関する先行研究は主要なものと
して以下の論考を挙げることができる。高尾一彦
（1969）『国民の歴史』13　江戸幕府，文英堂，大桑
斉（1983）「天正寺の創建・中絶から大仏造営へ―
天正期豊臣政権と仏教―」『大谷学報』63-2，大谷
学会，三鬼清一郎（1987）「豊国社の造営に関する
一考察」『名大文論集』XCVⅢ，名古屋大学文学部，
河内将芳（1998）「京都東山大仏千僧会について―
中近世移行期における権力と宗教―」『日本史研究』
425，日本史研究会，河内将芳（1999）「豊国社成
立過程について―秀吉神格化をめぐって―」『ヒスト
リア』164，大阪歴史学会など。
［19］ 倉地克直（1996）『近世の民衆と支配思想』柏書房
参照。
［20］ 註17参照。
［21］ 吉村（2017）「徳川頼宣と天海による東照社（宮）
祭礼の創始―東照社小祥祭と和歌祭を中心として
―」名勝和歌の浦 玉津島保存会編『文化財担当者と
学ぶ名勝和歌の浦』名勝和歌の浦 玉津島保存会参照。
［22］ 註3「台徳院殿御実記」参照。
［23］ 註12参照。
［24］ 橋本裕之（1997）『王の舞の民俗学的研究』ひつじ
書房参照。
［25］ 住吉広通筆「東照宮縁起絵巻」5巻,1646年（正保
3），紀州東照宮蔵。
［26］ 「和歌祭行列之図」1783年（天明3），個人蔵。
［27］ 「東照宮御祭礼行列絵巻」江戸時代後期，國學院大學
神道資料館蔵。
［28］ 高市志友編「紀伊国名所図会」，1811年（文化8）
（高市志友編（1970）『紀伊国名所図会』1，歴史図
書社所収。）
65Kii-Plus Journal 2020
［29］ 吉川壽洋（2012）「和歌祭とその芸能―雑賀踊」『「風
流の大祭・和歌祭とその芸能」講演記録集』和歌山
市伝統文化活性化実行委員会に雑賀踊の棒振りに類
似する鬼の棒振り芸能について紹介されている。
［30］ 「洛中洛外図屏風」寛文期（1661–73），佛教大学蔵。
［31］ 註3「台徳院殿御実記」参照。
［32］ 獅子舞の研究は多々存在するが，その概要について
は高嶋賢二（2014）「奈良県の獅子舞―伊勢大神楽
と伊賀の獅子神楽をめぐって―」奈良県教育委員会
編『奈良県の民俗芸能 奈良県民俗芸能緊急調査報
告書』奈良県教育委員会を参照した。
［32］ 註3「台徳院殿御実記」参照。
［34］ 註24参照。
［35］ 「獅子頭」1856年（安政4），紀州東照宮蔵。
［36］ 前者は註26参照。後者は榎本遊谷筆「和歌祭図」
1921年（大正10），個人蔵。
［37］ 註3「台徳院殿御実記」参照。
［38］ 註17参照。
［39］ 小山聡子（2003）「祭礼行列における童子の職掌―
中世前期を中心として―」『国際日本文学研究集会会
議録』26，国文学研究資料館参照。
［40］ 註17および24参照。
［41］ 「わかまつり絵巻」1661年（寛文元）ヵ，和歌山市
立博物館蔵，「和歌御祭礼御絵図」（1665年以前），
「和歌御祭礼御増書」1665年（寛文5）ヵ，個人蔵，
『和歌浦物語』1739年（元文4），和歌山大学図書館
蔵。
［42］ 註38参照。
